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平
成
21
年
11
月
５
日
、
滋
賀
県
立

文
化
産
業
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

大
会
は
10
時
過
ぎ
に
開
会
さ
れ
、

開
式
の
言
葉
に
続
き
君
が
代
斉
唱
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
、
続
い

て
井
上
県
老
ク
連
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

時
間
都
合
上
、
嘉
田
知
事
の
来
賓

挨
拶
が
先
に
行
わ
れ
、
引
き
続
き
県

知
事
表
彰
、
県
老
ク
連
会
長
表
彰
お

よ
び
全
老
連
会
長
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
田
県
議

会
議
長
、泉
米
原
市
長
の
祝
辞
の
後
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
近
江
八
幡
市
の

浦
口
祐
次
氏
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
大
会
宣
言
を
採
択
し
て

式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
行
政
説
明
「
地
デ
ジ
放

送
」「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
を
聞

い
た
後
、
参
加
者
も
加
わ
り
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
で
午
前
の
部
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発

表
が
行
わ
れ
、
近
江
八
幡
市
、
野
洲

市
、大
津
市
、米
原
市
米
原
、湖
南
市
、

彦
根
市
の
６
市
が
出
演
さ
れ
、
各

サ
ー
ク
ル
の
素
晴
ら
し
い
内
容
に
、

会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
「
青
い

山
脈
」
を
大
合
唱
し
て
、
大
会
は
盛

況
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

滋賀県知事表彰
１．老人クラブ育成指導功労者

大津市 　堀　内　信　二
近江八幡市 　浦　口　祐　次
草津市 　中　川　正　雄
栗東市 　坂　口　幸太郎
甲賀市 　黄　瀬　笑　子
高島市 　水　田　一　男

２．優良老人クラブ
大津市 瀬田東学区シニアクラブ連合会

栗東市 六地蔵老人クラブ長老会
野洲市 市三宅福寿会

３．「老人クラブ淡海の郷づくり事業」優良老人クラブ
・社会奉仕部門
　大津市 日吉台学区老人クラブ連合会
　米原市 磯区老人クラブ連合会
・伝承部門
　守山市 金森老人クラブ松寿会

滋賀県老人クラブ連合会会長表彰
１．老人クラブ育成功労者

大津市 夏　原　幸　子
大津市 浦　島　利　嗣
大津市 藤　田　　　昇
彦根市 杉山以　久　子
彦根市 藤　田　治　夫
近江八幡市 中　島　とみ子
草津市 北　川　粂　雄
守山市 杉　江　良　太
栗東市 小　宮　美智子
甲賀市 髙　井　美代子
甲賀市 野　村　昭　七
野洲市 山　本　勇　作
野洲市 大　谷　利　男
高島市 鳥　居　か　の
高島市 佐々江　庄太郎

甲良町 阪　東　ふみ子
２．優良老人クラブ

大津市 長等学区老人クラブ連合会
彦根市 下後三条シニアクラブ寿楽会
近江八幡市 鷹飼松寿会
草津市 上笠第四老人クラブ
守山市 中老人クラブ
栗東市 十里老人クラブ鶴亀会
甲賀市 三軒家老人クラブ
野洲市 前田老人クラブ
野洲市 大中小路老人クラブ
高島市 浦老人クラブ
高島市 西区長命会
日野町 豊田一区長寿会
甲良町 北落老人クラブやすらぎ会

３．篤行者
甲賀市 松下節子
甲良町 寺井重和

●全老連会長表彰（活動賞）
・仲間づくり活動部門
　栗東市 栗東ニューハイツやすらぎ会
　湖南市 湖南市老人クラブ連合会
・健康づくり活動部門
　甲良町 甲良町下之郷老人クラブ壽福会
・ボランティア活動部門
　甲賀市 甲賀市老ク連水口支部貴生川地区
　野洲市 野洲市老人クラブ連合会

第49回第49回第49回第49回第49回第49回第49回第49回第49回  滋賀県老人クラブ大会（びわこ豊熟シニアクラブ大会）
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研
修
は
２
泊
３
日
、
研

修
セ
ン
タ
ー
到
着
後
す
ぐ

に
講
座
は
始
ま
り
ま
し

た
。

　

基
礎
講
座
「
介
護
予
防

と
老
人
ク
ラ
ブ
」「
健
康

づ
く
り
〜
運
動
〜
に
つ
い

て
」
と
す
ぐ
に
い
ろ
い
ろ

と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
一
番
大

切
だ
と
提
唱
さ
れ
て
い
る

健
康
活
動
。
改
め
て
講
座

と
し
て
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
と
「
帰
っ
た
ら
会
員
さ

ん
に
し
っ
か
り
伝
え
た

い
」
と
真
剣
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。
夜
の
交
流
会
で

は
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話

を
さ
れ
、
地
域
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
こ
と
、
な
か

な
か
話
が
か
み
合
わ
な
い

驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目　

ぎ
っ
し
り
と

講
義
が
続
き
ま
す
。
そ
の

中
で
武
井　

正
子
先
生
の

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」

の
指
導
は
感
激
で
し
た
。

　

今
ま
で
何
気
な
く
し
て

い
た
体
操
が
こ
の
よ
う
に

一
つ
ず
つ
の
動
作
に
意
義

が
あ
る
と
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
丁
寧

に
説
明
し
て
伝
え
な
く
て

は
い
け
な
い
と
、
今
後
の

課
題
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
栄
養
学

も
合
わ
せ
て
今
後
高
齢
者

の
健
康
講
座
が
滋
賀
県
で

も
し
っ
か
り
伝
え
て
い
け

る
よ
う
に
、
県
か
ら
参
加

し
た
３
人
は
意
欲
い
っ
ぱ

い
に
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

	（
参
加
者
）

　

内
藤　

貞
男（
栗
東
市
）

　

小
枝
美
代
子（
草
津
市
）

　

浦
部　

孝
子（
豊
郷
町
）

　

１
月
18
日
、
19
日
に
全

老
連
の
セ
ミ
ナ
ー
が
新
霞

が
関
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
53
の
老
連
よ
り

１
２
３
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
第
１
日
目
は
基
調
報

告
「
高
齢
者
の
孤
立
を
防

ぐ
友
愛
活
動
の
展
開
」
で

６
名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
れ
自
己
紹
介
の
後
活
動

状
況
を
報
告
し
、
話
し
合

い
ま
し
た
。
私
達
の
グ

ル
ー
プ
で
は
女
性
部
を
中

心
に
声
か
け
を
基
本
と
し

た
活
動
を
し
て
い
る
。
話

し
合
い
の
中
で
訪
問
す
る

会
員
に
は
「
ト
イ
レ
」
を

借
り
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
徹
底
し
て
い
る
。（
ひ

と
り
暮
ら
し
に
な
る
と
汚

れ
た
り
し
て
い
る
の
を
見

ら
れ
た
く
な
い
）
そ
う
言

う
気
遣
い
の
あ
る
活
動
を

し
て
い
る
と
宮
城
県
の
方

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
「
元
気

を
届
け
る
友
愛
訪
問
」「
誰

も
が
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン

活
動
」
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
日
目
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で

「
家
で
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
た
い
│
そ
の
思

い
を
支
え
る
接
し
方
」
と

題
し
て
日
向
野
先
生
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
問
活
動
や
サ
ロ
ン
活

動
に
は
ど
の
県
で
も
工
夫

を
さ
れ
努
力
し
て
お
ら
れ

る
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。

	

（
杉
江
久
子
）

　

12
月
１
日
に
研
修
会
が

行
わ
れ
、
約
３
３
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
と

午
後
の
二
部
制
で
午
前
の

部
の
『
女
性
委
員
会
主
催

研
修
会
』
で
は
、
平
成
21

年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
、「
高
齢
者
の
暮
ら
し

と
悪
質
商
法
」
の
集
計
結

果
が
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
委
員
か
ら
報
告
さ

れ
、
悪
質
商
法
等
に
つ
い

て
会
員
の
意
識
の
違
い
に

温
度
差
が
あ
る
こ
と
や
、

「
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
」

や
「
成
年
後
見
制
度
」
な

ど
相
談
機
関
の
知
名
度
の

低
さ
、
相
談
し
た
く
て
も

で
き
る
人
が
い
な
い
実
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
10
月
26
、
27
日
に
行

わ
れ
た
「
全
老
連
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の

参
加
報
告
で
は
、
各
地
の

女
性
会
員
の
取
り
組
み

や
、
課
題
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
次
の
野
洲
市
市
民

生
活
相
談
室
主
査
、
生

水
裕
美
先
生
の
講
演
で

は
、
最
新
の
悪
質
商
法
等

の
手
口
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
、
実

際
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
例

を
あ
げ
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
頂
き
ま
し

た
。
昼
食
休
憩
後
、
レ
イ

カ
デ
ィ
ア
大
学
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
意
外

隊
」
の
皆
さ
ん
か

ら
チ
ェ
ア
ー
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
披
露

い
た
だ
き
、
参
加

者
も
一
緒
に
軽
快

な
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
ま

し
た
。
午
後
の
部

の
『
第
３
回
高
齢

者
相
互
支
援
活
動

研
修
会
』
で
は
特
定
非
営

利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理

事
、
栗
田
暢
之
先
生
に
災

害
の
知
識
、
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
方
法
、
地

域
力
の
大
切
さ
な
ど
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

て
心
に
響
く
講
演
を
い
た

だ
き
、
15
時
に
閉
会
し
ま

し
た
。

健
康
づ
く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

健
康
づ
く
り
推
進
員
　
小
枝
　
美
代
子

在
宅
福
祉
を
さ
さ
え
る

友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

第
３
回
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会
、

県
老
ク
連
女
性
委
員
会
主
催
研
修
会

　

平
成
23
年
２
月
３
日

（
木
）
各
市
町
老
ク
連
女

性
部
代
表
者
会
議
を
開

催
、
21
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
県
老
ク
連

の
女
性
委
員
会
の
活
動
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
各
市
町
老
ク
連
の
皆

様
か
ら
の
助
言
・
提
言
を

い
た
だ
き
た
く
、
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
実
施
事
業

を
、
次
の
事
業
別
に
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
①
女
性
委
員
会
の
開

催
（
年
８
回
）、
②
モ
ニ

タ
ー
活
動
（
ア
ン
ケ
ー
ト

６
月
〜
11
月
の
結
果
報

告
）、
③
滋
賀
県
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
（
11
月
５
日
）

の
運
営
参
加
、
④
女
性
委

員
会
主
催
研
修
会
（
12
月

１
日
）
⑤
各
市
町
女
性
部

代
表
者
会
議
（
２
月
３

日
）。
各
市
町
か
ら
の
報

告
で
は
、
友
愛
訪
問
活
動

の
取
り
組
み
が
多
く
あ
っ

た
。
今
後
、
新
し
い
分
野

で
の
取
り
組
み
報
告
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

県
老
ク
連
の
女
性
委
員
会

活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

	

（
藤
田
幸
子
）

女
性
委
員
会
だ
よ
り

女
性
委
員
会
だ
よ
り

女
性
委
員
会
だ
よ
り

　

高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商

法
・
振
り
込
め
詐
欺
は
深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
出
来
る
事
は
何

か
と
考
え
、
ま
ず
本
県
の

現
状
を
知
ろ
う
と
、
各
市

町
老
ク
連
と
女
性
委
員
を

通
じ
て
、
平
成
21
年
12
月

か
ら
22
年
３
月
に
悪
質
商

法
等
の
実
態
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
ま
し
た
。
質
問

が
多
い
た
め
、
そ
の
中
か

ら
一
部
の
結
果
を
グ
ラ
フ

と
文
章
で
紹
介
し
ま
す
。

◎ 

制
度
の
認
知
度
（
内
容

を
知
っ
て
い
る
人
）

　
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

50
％
、「
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
」
49
％
、「
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
」
25
％
、「
成

年
後
見
制
度
」
23
％
。

と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
し

た
。
モ
ニ
タ
ー
結
果
を
見

る
と
、
関
心
の
違
い
や
、

知
識
違
い
が
見
え
て
き
ま

す
。
購
入
す
る
時
に
は
、

相
談
す
る
人
が
多
い
と
い

う
結
果
も
あ
り
、
相
談
さ

れ
た
時
の
た
め
、
自
分
の

た
め
に
も
知
識
を
身
に
つ

け
る
事
が
大
切
で
す
。
中

に
は
相
談
し
た
く
て
も
相

手
が
い
な
い
と
い
う
人
も

お
り
、
困
っ
た
時
に
相
談

し
や
す
い
よ
う
な
雰
囲
気

を
作
り
、
被
害
に
気
づ
き

や
す
く
す
る
た
め
に
も
、

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
高
齢

者
世
帯
に
対
す
る
見
守
り

活
動
、
友
愛
活
動
の
充
実

が
大
切
で
す
。
紙
面
の
都

合
が
あ
り
、
紹
介
で
き
な

か
っ
た
結
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま

す
。
結
果
を
も
と
に
話
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

合
う
取
り
組
み
を
し
て
被

害
防
止
に
つ
な
げ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

悪
質
商
法
等
の
実
態
調
査

︻
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
︼

被害防止のため心掛けていること

購入・契約する際に相談しますか
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健康づくり推進員

だより

　　県老ク連では、健康づくり支援事業として、各市町老ク連、
支部・ブロック・学区連合会および単位クラブの「健康づくり
事業」への出前講座をおこなっております。
　寒かった冬場の運動不足を解消する季節です。「ニュースポー
ツ」・「健康体操」等で身体を動かしませんか！ちょっと栄養の
バランスを考えた料理講習会はどうでしょうか！
　健康づくり推進員は、皆様の健康づくりのサポートをしてい
ます。新年度の事業計画に、県老ク連健康づくり推進員が行う、
『出前講座』のご利用を検討して下さい。（原則土・日・祝日は
取り扱いをしておりませんが、体操等についてはご相談に応じ
ます。）
　なお、健康づくり推進員（講師）の派遣費用（謝礼、交通費、
講習用資料代等）は、全て県
老ク連が負担します。
　お申し込みは、各市町等老
ク連事務局を通じて県老ク連
へ、２週間前までにお願いい
たします。（講師との日程調整
のため、事前に一度県老ク連
あて連絡をお願いします）

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

文芸欄作品募集文芸欄作品募集文芸欄作品募集
このコーナーは、会員の皆様が気軽に参加して作るものです。
自由な発想でのびのびとあなたの作品を応募してみませんか。
下記の要領にしたがって、気軽にどしどし投稿してください。

◆	短歌・俳句・川柳・情歌を募集します。（冠句は、ありません。）作品は、
お一人様一部門一作品（厳守）とし、どの部門かを必ず明記して下さい。
（１枚のハガキに同一部門の複数作品がある場合は、無効となりますので
くれぐれもご注意願います。）
　	応募はハガキでのみとします。（連名・封書は対象外とします。）
※１枚のハガキに各部門の一作品を記入することは構いません。
（注）	同一人の作品が重複（複数応募）した場合は、各号の原稿締切日に近

い作品とさせていただきますので、ご了承願います。
（注）	読みにくい文字やあて字には、必ずふり仮名をつけていただきますよ

うお願いします。

◆	応募作品は、掲載したもの、掲載できなかったもの、いずれの原稿（ハガキ）
も返却いたしませんのでご了承願います。
◆	応募方法…郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所属市町
老ク連名を明記してください。
◆	原稿締切日…特にありません。いつでも応募できます。ただし、紙面の
編集・構成上、直近号に掲載できないことがありますので、ご了承願い
ます。
◆	原稿等送付先　〒525-0072	 草津市笠山７丁目８番138号
　　	 県立長寿社会福祉センター内
　　　　　　　　　	 滋賀県老人クラブ連合会事務局

ビーンボウリング

会報

募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中募集中
「いきいき近江」は、発行費用（取材、編集、印刷、配布等）を、
広告掲載費でまかなっております。広告掲載により、「いきい
き近江」の発行を県老人クラブでは、サポートしていただけ
る、スポンサー様を募集しております。

◎お問合せは、（財）滋賀県老人クラブ連合会事務局◎お問合せは、（財）滋賀県老人クラブ連合会事務局◎お問合せは、（財）滋賀県老人クラブ連合会事務局
〒525-0072 草津市笠山7丁目8-138 県立長寿社会福祉センター〒525-0072 草津市笠山7丁目8-138 県立長寿社会福祉センター〒525-0072 草津市笠山7丁目8-138 県立長寿社会福祉センター

ＴＥＬ. 077－567－3930ＴＥＬ. 077－567－3930ＴＥＬ. 077－567－3930
ＦＡＸ. 077－567－3932ＦＡＸ. 077－567－3932ＦＡＸ. 077－567－3932

広告スポンサー



第17号　3月号（4）

高
島
市
・
大
津
市
老
ク
連
交
流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

大
津
市
老
ク
連

　

会
員
相
互
の
親
睦
と
ク
ラ
ブ
活

動
活
性
化
を
目
的
と
し
た
大
会

が
、
今
年
も
両
老
ク
連
か
ら
総
勢

約
１
０
０
名
が
参
加
し
て
、
今
津

総
合
運
動
公
園
「
サ
ン
ル
ー
フ
」

特
設
コ
ー
ス
で
11
月
１
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
雨
天
に
利
用
出

来
る
屋
根
つ
き
の
大
き
な
多
目
的

球
技
場
、
そ
れ
で
も
20
ホ
ー
ル
は

少
々
無
理
か
な
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
設
営
を
担
当
し
て
頂
い
た
高

島
市
の
皆
さ
ん
の
知
恵
で
楽
し
く

プ
レ
ー
出
来
る
コ
ー
ス
に
な
り
、

全
20
組
が
Ａ
組
Ｂ
組
に
分
か
れ
20

ホ
ー
ル
を
回
り
２
試
合
行
い
ま
し

た
。
床
面
に
散
布
さ
れ
た
細
か
い

砂
の
波
で
ボ
ー
ル
が
微
妙
に
変
化

し
て
悪
戦
苦
闘
、
ま
た
５
番
ホ
ー

ル
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
指
定

ホ
ー
ル
と
さ
れ
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を

狙
っ
て
競
い
合
う
姿
も
見
ら
れ
、

50
メ
ー
ト
ル
の
難
し
い
ロ
ン
グ

ホ
ー
ル
で
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
打
っ

た
ほ
う
が
い
い
よ
、
強
め
が
ち
ょ

う
ど
い
い
わ
、
と
お
互
い
に
ア
ド

バ
イ
ス
、
両
老
ク
連
混
成
チ
ー
ム

と
あ
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
交
え
な

が
ら
の
プ
レ
ー
と
な
り
和
や
か
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
仲

間
づ
く
り
の
輪
が
更
に
大
き
く

な
っ
た
と
思
え
る
大
会
で
し
た
。

	

（
藤
村　

修
）

第
９
回
大
津
市
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

大
津
市
老
ク
連

　

毎
年
び
わ
湖
大
津
館
で
開
催
さ

れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
今
回
も

「
伝
承
遊
具
づ
く
り
・
昔
遊
び
」

で
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
関
係
25
団
体
の
テ
ン

ト
が
並
び
、
夫
々
の
思
い
を
凝
ら

し
た
取
り
組
み
が
さ
れ
、
約

３
５
０
０
名
の
市
民
が
参
加
さ
れ

大
盛
況
で
し
た
。
大
津
市
老
ク
連

の
テ
ン
ト
に
は
多
く
の
子
ど
も
達

が
来
て
く
れ
て
、
今
の
子
ど
も
達

に
は
馴
染
み
の
薄
い
、
竹
笛
・
竹

と
ん
ぼ
づ
く
り
や
メ
ン
コ
な
ど
の

体
験
を
し
て
貰
い
ま
し
た
。
特
に

折
り
紙
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を

使
っ
た
帽
子
づ
く
り
が
人
気
で
好

評
、
女
性
部
員
が
一
人
ひ
と
り
に

丁
寧
に
教
え
、
ま
た
高
齢
者
に

と
っ
て
も
懐
か
し
い
竹
馬
や
輪
ま

わ
し
な
ど
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
体
験
で
あ
り
、
大
人
も

一
緒
に
な
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
、
出

来
た
時
の
子
ど
も
達
の
喜
び
に
充

ち
た
笑
顔
、
私
達
も
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
を
通
じ
て
「
学
び
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
物
づ
く
り
の

喜
び
や
伝
承
遊
具
の
遊
び
方
を
教

え
、
世
代
を
超
え
て
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
て
、

私
た
ち
も
子
ど
も
達
か
ら
元
気
を

貰
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
た
一
日
で
し
た
。

	

（
溝　

好
雄
）

健
康
配
達
お
願
い
し
ま
す

草
津
市
老
ク
連
青
地
第
１
友
愛
ク
ラ
ブ

　

平
成
22
年
12
月
14
日
志
津
地
区

青
地
１
町
の
友
愛
ク
ラ
ブ
（
老
人

会
）
の
会
合
に
健
康
配
達
人
が

や
っ
て
き
た
。
…
シ
ニ
ア
会
員
の

健
康
つ
く
り
の
講
演
で
あ
っ
た
。

何
と
も
言
え
ぬ
楽
し
い
雰
囲
気
で

ス
ッ
キ
リ
し
た
気
分
で
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
、

そ
の
時
の
状
況
を
紹
介
し
よ
う
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
互
い
の
交
流
を

よ
り
多
く
持
つ
た
め
、
わ
い
わ
い

会
と
称
し
講
習
会
や
食
事
会
、
歌

の
会
、
手
芸
、
ゲ
ー
ム
、
他
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。こ
の
日
は
、

小
枝
美
代
子
氏
に
よ
る
「
シ
ニ
ア

の
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
講
演

を
お
願
い
し
た
。
講
演
会
と
言
う

と
ど
う
し
て
も
堅
苦
し
い
雰
囲
気

に
な
り
勝
ち
だ
が
、
当
日
会
は
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
交
え
、
紙
ボ
ー
ル

な
ど
小
道
具
使
い
ユ
ー
モ
ア
な
話

術
な
ど
解
り
や
す
く
、
体
験
を
通

じ
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

シ
ニ
ア
の
健
康
の
秘
訣
「
笑
っ

て
、
身
体
を
動
か
せ
る
こ
と
」
解

釈
し
た
。

　

今
後
こ
の
様
な
機
会
を
色
々
と

ア
レ
ン
ジ
し
て
会
員
相
互
の
健
康

維
持
増
進
に
努
め
た
い
、
こ
れ
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
、「
健

康
配
達
人
」
に
大
い
に
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
出

前
講
座
」
を
ド
ン
ド
ン
利
用
し
よ

う
！

	

（
井
上　

修
）

浮ふ

気け

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
に

つ
い
て

守
山
市
老
ク
連
浮
気
老
人
ク
ラ
ブ

　

浮
気
老
人
ク
ラ
ブ
は
男
12
名
、

女
31
名
、
合
計
43
名
の
会
員
で
公

園
清
掃
、
お
誕
生
会
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、保
育
園
児
と
の
交
流
、

親
睦
旅
行
等
々
、
会
員
相
互
の
親

睦
・
健
康
を
図
る
た
め
各
種
の
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

浮
気
町
は
守
山
駅
の
東
側
に
位

置
す
る
自
治
会
で
、
40
年
位
前
は

50
世
帯
足
ら
ず
の
小
さ
な
町
で
あ

り
ま
し
た
が
、
駅
に
近
い
と
云
う

利
便
性
か
ら
住
宅
開
発
が
行
わ

れ
、
現
在
で
は
８
０
０
世
帯
を
超

え
る
大
き
な
町
に
な
り
ま
し
た
。

　

若
い
町
で
あ
る
反
面
、
祖
父
母

と
の
関
わ
り
が
少
な
い
核
家
族
の

家
庭
が
多
く
、
数
年
前
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
と
浮
気
保
育
園
児
と
の
交

流
会
を
年
８
回
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
『
園
児
と
老
人
ク
ラ

ブ
の
交
流
会
』
の
様
子
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
緑
の
５
月
、
各
地
域
で
開
催

さ
れ
る
お
祭
り
に
合
わ
せ
て
開
催

さ
れ
る
「
ふ
け
っ
こ
祭
り
」
に
参

加
。
先
生
と
園
児
が
作
っ
た
「
み

こ
し
２
基
」
を
ね
じ
り
ハ
チ
マ
チ

を
し
た
園
児
・
乳
母
車
に
乗
っ
た

園
児
も
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ

イ
の
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
住
吉
神

社
ま
で
か
つ
い
で
行
き
ま
す
。
神

社
に
着
く
と
ポ
ー
ズ
し
て
一
緒
に

記
念
撮
影
。

　

梅
雨
期
の
６
月
、
七
夕
飾
り
を

一
緒
に
作
り
ま
す
。
色
紙
を
折
っ

た
り
、
切
っ
た
り
。
小
さ
な
手
で

上
手
に
ハ
サ
ミ
を
使
う
こ
と
に
感

心
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
笹

飾
り
の
下
で
「
七
夕
さ
ま
」
の
歌

を
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
９
月
、
運
動
会

で
手
を
つ
な
い
で
の
入
場
行
進
、

玉
入
れ
競
争
、
童
心
に
か
え
っ
て

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

１
月
は
、「
昔
の
遊
び
と
お
で

ん
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
昔
の

遊
び
で
は
、
す
ご
ろ
く
・
こ
ま
回

し
、
か
る
た
取
り
等
を
し
て
遊
び

ま
し
た
。
こ
ま
回
し
で
は
、
ひ
も

の
巻
き
方
、
回
し
方
を
教
え
て
う

ま
く
回
っ
た
時
は
拍
手
喝
采
で

す
。
そ
の
後
、
先
生
と
園
児
が
育

て
た
大
根
を
お
で
ん
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
う
れ

し
そ
う
な
顔
、
お
い
し
そ
う
に
食

べ
る
姿
。
幸
せ
の
ひ
と
時
を
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
に
一
度
の
獅
子
舞

観
賞
、
そ
の
他
に
も
歌
遊
び
、
紙

芝
居
、
手
遊
び
な
ど
園
児
と
高
齢

者
が
一
緒
に
な
っ
て
交
流
会
を
し

て
い
ま
す
。
紙
面
の
関
係
上
、
８

回
の
交
流
会
の
状
況
す
べ
て
を
書

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
四
季

折
々
の
時
期
に
、
童
心
に
か
え

り
、
地
域
の
文
化
を
取
り
入
れ
な

が
ら
開
催
さ
れ
る
『
園
児
と
の
交

流
会
』
は
会
員
皆
さ
ま
か
ら
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
下
さ
る
事
業
に

な
り
ま
し
た
。�

（
大
西
和
枝
）



第17号　3月号（5）

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
を
開
校

	

甲
賀
市
老
ク
連

　

今
年
度
よ
り
、「
ゆ
う
ゆ
う
甲

賀
塾
」
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
①
若
手
高
齢
者
に
参

加
い
た
だ
く
た
め
、
②
個
人
の
学

習
意
欲
を
組
織
す
る
た
め
、
③
人

生
80
年
に
ふ
さ
わ
し
い
生
き
方
の

創
造
と
心
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
で
す
。

　

講
座
は
５
講
座
で
、
７
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
開
き
ま
し
た
。
講

師
は
、
第
１
講
座
「
中
嶋
甲
賀
市

長
」、
第
２
講
座
「
落
語
家
橘
家

円
三
師
匠
」、
第
３
講
座
「
健
康

生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

後
藤
千
津
氏
」、
第
４
講
座
「
陶

芸
家
神
山
清
子
氏
」、
第
５
講
座

「
冨
永
甲
賀
病
院
院
長
」
と
、
多

様
な
顔
ぶ
れ
で
、
講
演
や
ヨ
シ

笛
演
奏
、
笑
い
の
ヨ
ガ
も
あ
り
、

４
２
０
名
が
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
66
％
が
若
手
高
齢
者

で
、
こ
の
中
か
ら
委
員
を
選
出
、

本
講
座
の
総
括
と
次
年
度
の
取
り

組
み
を
検
討
い
た
だ
き
、
こ
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
39
回
全
国
大
会
で
、

こ
の
取
り
組
み
を
廣
沢
副
会
長
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

	

（
小
川　

孝
）

友
愛
訪
問
の
実
施11

月
25
日
（
木
）

	

野
洲
市
老
ク
連

　

昨
年
中
は
一
方
な
ら
ぬ
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
中
で
も
友
愛
訪
問
は
生
き

が
い
部
員
を
中
心
に
当
連
合
会
女

性
役
員
の
代
表
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
寝
た
き
り
、
一
人
暮

ら
し
の
老
人
の
方
々
の
お
名
前
の

連
絡
を
い
た
だ
い
た
り
色
々
と
ご

無
理
を
申
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
３
５
０
名
余
り
の

方
々
へ
の
お
土
産
と
い
な
り
寿
司

を
作
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
前
日

か
ら
の
準
備
と
当
日
、
早
朝
よ
り

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き
手
早
く

お
い
し
い
い
な
り
寿
司
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
時
間
的
に
十
分
な

休
憩
を
し
て
い
た
だ
く
間
も
な

く
、
地
区
長
さ
ん
に
各
単
位
ク
ラ

ブ
へ
配
達
を
お
願
い
し
、
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
さ
ん
に
訪
問
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

生
き
が
い
部
部
員
、
当
会
女
性

代
表
の
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
北
村
一
夫
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

	

湖
南
市
老
ク
連

　

寒
さ
が
一
段
と
進
む
１
月
26
日

湖
南
市
総
合
体
育
館
に
於
い
て
、

公
式
ワ
ナ
ゲ
と
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
屋
内

で
出
来
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

感
心
が
少
し
ず
つ
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
中
で
、
各
単
老
か
ら
個
人

戦
や
団
体
戦
に
百
十
余
名
の
参
加

を
得
て
、
賑
や
か
に
楽
し
く
大
会

を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
と
し
た
種
目
に
早
く

か
ら
取
組
ん
で
い
る
単
老
と
体
験

後
、
日
の
浅
い
単
老
と
で
は
技
術

的
な
面
で
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

ナ
イ
ス
プ
レ
ー
に
惜
し
み
な
い
拍

手
、
声
援
を
送
る
雰
囲
気
は
、
ふ

れ
あ
い
や
元
気
の
や
り
と
り
が
自

然
の
内
に
出
来
る
絶
好
の
場
で

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
プ

レ
ー
に
集
中
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

表
情
は
と
て
も
素
敵
で
す
ね
。

　

熱
中
出
来
る
こ
と
を
複
数
持
つ

こ
と
は
、
自
分
の
中
に
元
気
工
場

を
複
数
持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
大
会
を
機
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
が
趣
味
の
幅
を
広
げ
る
道

具
の
一
つ
に
活
用
い
た
だ
け
る
な

ら
ば
関
係
者
の
一
人
と
し
て
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
し
、
そ
の
こ

と
を
願
っ
て
も
い
ま
す
。

	

（
麦
田
清
彦
）

転コ
ロ

バ
ン
ド
教
室

近
江
八
幡
市
老
ク
連
北
里
学
区

　

１
、
２
、
３
、
４
と
元
気
な
声

が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
一
ぱ
い

に
ひ
び
き
渡
る
。
毎
週
水
曜
日
午

後
１
時
よ
り
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
が

始
ま
る
。
黄
バ
ン
ド
は
「
弱
」、

緑
バ
ン
ド
は
「
強
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
身
に
合
っ
た
バ
ン
ド
に
よ
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
健
康
推
進
委
員
方
々

の
指
導
に
よ
り
受
講
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
女
性
の
参
加
が
多
く
、

残
念
な
が
ら
男
性
の
受
講
者
が
３

割
と
低
調
で
男
性
の
参
加
を
広
く

呼
び
込
み
た
い
思
い
で
す
。「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と

言
っ
た
自
己
管
理
能
力
が
大
切
で

す
。
健
康
で
毎
日
を
過
す
こ
と
に

よ
り
生
き
生
き
と
し
た
今
を
送
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
て
人
は
何

歳
位
ま
で
生
き
る
で
し
ょ
う
か
。

１
０
０
、
１
２
０
歳
迄
は
大
丈
夫

と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
健
康
で
長

寿
は
誰
も
が
あ
こ
が
れ
目
指
す
最

終
目
標
で
す
。
病
気
に
な
ら
な
い

努
力
と
、
老
化
予
防
に
前
向
き
に

取
組
ん
で
い
る
北
里
の
転
バ
ン
ド

教
室
で
す
。
月
末
の
教
室
日
は
茶

話
会
を
開
い
て
皆
ん
な
で
楽
し
い

健
康
友
愛
の
教
室
で
す
。

	

（
東　
　

昊
）

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています



第17号　3月号（6）

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て

	
竜
王
町
老
ク
連
美
松
台

　

私
達
の
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
２
年

４
月
に
発
足
以
来
20
年
に
な
り
、

人
間
で
言
え
ば
成
人
式
を
迎
え
、

選
挙
権
を
得
る
年
令
と
な
り
漸
く

一
人
前
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

20
周
年
の
記
念
行
事
を
い
ろ
い

ろ
考
え
ま
し
た
が
、
集
会
所
に
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
寄
贈
し
自
治
会

の
皆
様
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

と
は
言
え
、
団
地
内
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
、
１
４
０
人
以
上

在
住
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
老

人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
た
だ
く

方
が
都
会
型
の
思
考
と
な
っ
て
、

加
入
率
が
25
％
以
下
の
淋
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
活
動
状

況
の
Ｐ
Ｒ
不
足
か
ら
来
る
も
の

か
、
先
細
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
昨
年
か
ら
隣
り
の
集

落
『
山
面
』
と
の
懇
親
会
を
計
画

し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
昼
食

会
を
、
今
年
で
２
回
目
を
開
催
し

ま
し
た
。
此
の
合
同
コ
ン
ペ
で
良

か
っ
た
こ
と
は
、
約
40
人
が
相

寄
っ
て
喰
べ
、
飲
み
な
が
ら
行
政

の
知
ら
な
い
此
の
土
地
の
歴
史

や
、
団
地
造
成
前
の
自
然
環
境
の

良
さ
、
例
え
ば
松
茸
が
豊
富
に
出

た
こ
と
、
猪
や
猿
、
鹿
の
遊
場
に

人
間
が
入
り
込
ん
で
獣
場
を
奪
い

取
っ
た
話
等
、
良
い
雰
囲
気
で
あ

り
ま
し
た
。
此
の
こ
と
を
更
に
継

続
し
よ
う
と
云
う
段
取
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

此
の
よ
う
に
自
治
会
や
行
政
の

立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄

を
老
人
ク
ラ
ブ
で
進
め
て
行
く
こ

と
に
魅
力
が
あ
り
、
特
徴
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第
で

す
。
良
い
企
画
が
出
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。�

（
尾
崎
恒
夫
）

池
田
本
町
虹
の
町
老
人
会
（
虹

友
会
）
の
歩
み

近
江
八
幡
市
老
ク
連
虹
友
会

　

当
町
老
人
会
は
、
平
成
15
年
に

会
員
が
数
名
と
激
減
し
一
度
自
然

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
平
成

17
年
に
参
加
年
齢
を
60
才
と
し

て
、
13
名
で
再
出
発
し
ま
し
た
。

現
在
会
員
も
女
性
９
名
、
男
性
21

名
の
計
30
名
と
な
り
、
毎
月
の
定

例
会
も
大
変
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て

来
ま
し
た
。

　

老
人
会
活
動
と
し
て
、
４
月
は

近
く
の
公
園
で
「
お
花
見
会
」、

６
月
・
12
月
は
「
誕
生
会
」、
10

月
頃
に
は
日
帰
り
の
「
県
内
バ
ス

旅
行
」、
12
月
は
毎
年
「
餅
つ
き
」

等
々
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

銘
し
ま
し
た
。

　

私
ど
も
松
原
緑
会
は
平
成
元
年

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
22
年
目
で

す
。
自
治
会
の
戸
数
は
約
１
８
０

戸
の
団
地
で
、
四
半
世
紀
を
経
過

し
た
今
で
は
高
齢
者
の
多
い
団
地

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
老
人
会
の

加
入
年
令
は
60
歳
以
上
で
、
そ
の

対
象
者
は
約
１
８
０
名
、
65
歳
以

上
約
１
０
０
名
。
と
こ
ろ
が
会
員

は
38
名
と
誠
に
さ
み
し
い
か
ぎ
り

の
老
人
会
で
す
。
毎
年
会
員
募
集

を
し
て
お
り
ま
す
が
笛
吹
け
ど
踊

ら
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
前
記
の
事
例
発
表
か
ら

現
地
交
流
の
お
願
い
を
し
た
わ
け

で
す
。

　

普
光
寺
町
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
周

り
を
田
圃
に
囲
ま
れ
た
集
落
で
、

昭
和
初
期
と
戸
数
も
大
き
な
変
化

が
な
い
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
長

い
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
た
連
帯

感
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
地
域
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
多
種
多
様
の
活
動
を
実
施
さ

れ
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
の
素
晴
ら
し

さ
は
、
今
日
高
齢
化
が
進
み
、
高

齢
者
同
士
の
支
え
あ
い
を
と
、
そ

の
対
策
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大

目
標
を
基
本
に
「
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
町
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、「
自
治
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
を
継
続

し
ま
す
」
と
の
力
強
い
言
葉
も
あ

り
ま
し
た
。

　

松
原
緑
会
も
、
一
歩
で
も
近
づ

く
た
め
、
更
な
る
努
力
を
と
深
く

肝
に
命
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

	

（
中
田
茂
男
）

会
活
動
・
学
区
事
業
に
も
積
極
的

に
参
加
を
し
、
町
内
外
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
「
老
人
憩

い
の
家
」
を
一
日
解
放
し
て
、
毎

回
趣
向
を
替
え
、
文
化
的
な
短
歌

や
俳
句
の
会
、
健
康
体
操
や
お
料

理
教
室
、
手
芸
的
な
物
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
自
治
会
員
の
子
供
か

ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
気
楽
に
・

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
頂
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
毎
朝
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
や
月
２
回
の
防
犯
火
災
の

夜
回
り
・
空
き
缶
清
掃
な
ど
の
奉

第
33
回
高
齢
者
大
会

	
�

米
原
市
近
江
老
ク
連

　

10
月
28
日
近
江
と
き
め
き
ホ
ー

ル
に
て
、
近
江
老
ク
連
主
催
の
高

齢
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
高
齢
者
と
家
族
の
絆
が

問
題
視
さ
れ
、
特
に
親
子
の
間
で

音
信
不
通
や
所
在
不
明
が
表
面
化

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
近
江
老
ク
連
で

は
特
に
問
題
も
な
く
、
白
寿
、
米

寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
１
１
３

名
又
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦

27
組
を
祝
福
し
、
こ
れ
ら
の
方
々

に
は
、
会
長
よ
り
祝
辞
と
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
互
い
の
長
寿
を

喜
び
あ
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
来
年
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
放
映
さ
れ
る
大
河
ド
ラ
マ「
江
」

に
ち
な
ん
で
浅
井
三
姉
妹
の
歴
史

講
座
と
、
な
が
は
ま
シ
ニ
ア
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「
銀
の
櫂
」
の
皆
さ
ん

の
演
奏
、
最
後
に
全
員
で
「
青
い

山
脈
」
を
合
唱
し
明
日
へ
の
元
気

を
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
り
ま

し
た
。

　
“
で
き
る
で
き
る
”
童
心
詩
で

き
る
で
き
る
、
必
ず
で
き
る
、
や

る
気
が
あ
れ
ば
、
必
ず
で
き
る
、

仕
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
計
画
と
し
て
、
閉
じ
こ

も
り
高
齢
者
の
会
員
勧
誘
と
高
齢

者
に
対
す
る
福
祉
問
題
、
子
供
た

ち
と
の
交
流
活
動
を
心
掛
け
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

	

（
山
崎
洋
二
）

普
光
寺
町
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交

流
で
感
動彦

根
市
老
ク
連
松
原
緑
会

　

晩
秋
の
10
月
27
日
、
松
原
緑
会

の
会
員
19
名
は
、
彦
根
市
普
光
寺

町
老
人
ク
ラ
ブ
「
和
顔
会
」
と
の

現
地
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
７
月
29
日
に
開
催
さ

れ
た
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修

会
の
事
例
発
表
で
、
入
会
年
齢
が

65
歳
以
上
の
全
員
が
会
員
で
あ
る

こ
と
に
大
変
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

ま
た
会
員
の
中
の
有
志
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
燦
々
会
」

を
設
立
し
て
、
85
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
サ
ロ
ン
を
毎
月

開
催
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
も
感

で
き
な
い
と
思
え
ば
で
き
な
い
、

で
き
な
い
と
考
え
ず
、
で
き
る
と

信
じ
、
永
遠
に
自
分
は
進
歩
し
た

い
、
で
き
る
で
き
る
、
必
ず
で
き

る
。

　

こ
の
詩
の
よ
う
に
自
分
を
信

じ
、や
る
気
を
も
っ
て
ガ
ン
バ
リ
、

一
歩
で
も
戸
外
に
出
る
よ
う
心
掛

け
た
い
も
の
で
す
。�（
夏
原
和
夫
）

研
修
会
を
終
え
て

	
�

米
原
市
米
原
老
ク
連

　
「
平
城
遷
都
千
三
百
年
」
の
誘

い
に
便
乗
し
た
訳
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
が
、
本
年
度
の
日
帰
り
会

員
研
修
会
は
奈
良
に
決
定
さ
れ
去

る
10
月
８
日
に
１
９
２
名
の
仲
間

と
共
に
一
路
飛
鳥
へ
、
こ
の
日
の

旅
程
は
薬
師
寺
に
参
詣
の
後
、
い

よ
い
よ
遷
都
千
参
百
年
祭
の
会
場

へ
向
か
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
偶
然
に
も
天
皇
陛
下
の
御

巡
幸
に
め
ぐ
り
会
い
交
通
規
制
の

厳
し
い
中
の
移
動
と
成
り
ま
し

た
。
遷
都
会
場
で
は
朱
雀
門
を
中

心
と
し
た
会
場
の
広
さ
に
圧
倒
さ

れ
る
一
方
で
遣
唐
使
が
使
用
さ
れ
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た
船
の
想
像
以
上
の
小
さ
さ
に
驚

愕
、
こ
ん
な
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
船

で
よ
く
ぞ
唐
ま
で
渡
ら
れ
た
も
の

と
感
心
し
き
り
、「
命
が
け
」
の

渡
航
は
容
易
に
想
像
で
き
当
時
の

人
の
使
命
感
に
感
激
し
た
次
第
で

す
。
兎
も
角
、
奈
良
で
は
研
修
日

和
に
恵
ま
れ
飛
鳥
の
時
代
を
か
い

間
み
古
都
の
香
り
を
土
産
に
、
夕

方
か
ら
の
秋
雨
の
中
、
帰
途
に
就

き
ま
し
た
が
、
歴
史
の
授
業
を
思

い
出
し
た
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。�

（
堀
川
幸
太
郎
）

仲
間
と
手
作
り

	

野
洲
市　

竹
内
十
四
枝

　

野
洲
市
か
ら
野
洲
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
さ
れ
て
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

が
、
平
成
21
年
４
月
よ
り
各
地
区

自
治
会
主
体
の
運
営
に
変
更
さ

れ
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生

き
が
い
作
り
、
及
び
閉
じ
こ
も
り

予
防
、
支
え
合
い
活
動
を
促
進
す

る
、仲
間
作
り
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

私
達
の
仲
間
は
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
で
、
畑
仕
事
、
家
事
、
趣
味
、

一
人
で
友
達
の
所
へ
遊
び
に
行
け

る
、
70
才
以
上
で
す
が
元
気
な
人

達
ば
か
り
で
す
。
毎
月
第
３
木
曜

日
に
大
篠
原
街
道
集
会
所
で
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で
手
作
り

作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お

も
に
、
ハ
サ
ミ
、
の
り
、
ボ
ン
ド
、

紙
、
布
、
綿
な
ど
を
使
っ
て
作
り

ま
す
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
担
当
者

で
、野
洲
市
社
協
の
寺
村
さ
ん
が
、

あ
い
間
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
に
来

て
下
さ
い
ま
す
。
地
域
自
治
会
主

体
と
な
っ
て
、
初
め
て
の
取
り
組

み
で
し
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
11
月
に
ひ
ょ
う
た
ん
６

個
、
い
ろ
紙
を
自
分
の
好
き
な
形

に
切
り
、
し
き
紙
に
の
り
で
貼
り

付
け
、「
無
病
息
災
」
を
願
っ
て

作
り
ま
し
た
。
午
前
中
に
出
来
あ

が
り
、
仲
間
と
話
を
し
な
が
ら
楽

し
く
過
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
次

回
は
12
月
な
の
で
ク
リ
ス
マ
ス
用

の
物
、
年
明
け
の
１
月
は
カ
レ
ン

ダ
ー
作
り
、
３
月
に
反
省
会
を
し

て
１
年
を
締
め
く
く
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
仲
間
と
楽
し
く
手
作
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ふ
れ
あ
い
と
友
愛

長
浜
市
老
ク
連
西
浅
井
支
部

　

長
浜
市
老
ク
連
と
し
て
合
併

後
、
早
や
10
ヵ
月
、
従
来
の
伊
香

郡
四
町
老
ク
の
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
支
部
と
ま
た
い
で
築

い
た
良
き
仲
間
と
は
離
れ
る
事
は

で
き
ま
せ
ん
。
結
果
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
伊
香
地
区
老
ク
と
し
て

再
出
発
で
す
。
各
支
部
の
予
選
で

勝
ち
抜
い
た
選
手
が
競
技
し
ま

す
。
一
方
支
部
に
お
い
て
は
、
市

に
統
括
さ
れ
世
代
間
交
流
活
動
を

ど
の
様
な
活
動
を
ど
の
様
に
し
て

行
く
か
の
課
題
も
立
ち
は
だ
か
り

ま
し
た
。
で
も
、
長
浜
市
の
良
き

行
政
指
導
が
具
体
化
し
て
き
た
こ

と
で
安
堵
の
胸
を
下
ろ
し
ま
し

た
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
活
動
に
も

活
か
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
福
祉

活
動
で
は
「
ふ
く
し
の
会
」、
健

康
管
理
で
は
今
年
「
奥
び
わ
こ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
す
る
運

び
と
な
り
、
共
に
タ
イ
ア
ッ
プ
を

し
な
が
ら
老
ク
活
動
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
友
愛
訪
問
は
、
９

月
の
敬
老
の
日
と
年
末
の
年
２
回

で
す
が
、
地
区
会
長
と
女
性
部
長

が
在
宅
訪
問
し
お
話
し
ま
す
。
ふ

平
成
22
年
度
下
期
活
動
の
状
況

長
浜
市
老
ク
連
木
之
本
支
部

　

本
年
の
「
そ
よ
か
ぜ
教
室
」
は

県
老
ク
連
の
ご
支
援
で
各
学
区
毎

の
四
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
県
健
康
づ
く
り
推
進

員
に
よ
る
指
導
で
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
体
操
、
手
遊
び
、
ミ
ニ
講
演
、

ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
、マ
ブ
ダ
ー
ツ
、

コ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
午
後
は
栗
東
市

老
ク
連
の
内
藤
氏
に
よ
る
お
楽
し

み
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
木
之
本
会
場

　
　
　

参
加
者　

99
名

　

11
月
１
日
杉
野
会
場

　
　
　

参
加
者　

82
名

　

11
月
12
日
伊
香
具
会
場

　
　
　

参
加
者　

72
名

　

11
月
19
日
高
時
学
区

　
　
　

参
加
者　

64
名

　

４
会
場
合
計
参
加
者
は
３
１
７

名
と
な
っ
た
。
県
老
ク
連
の
ご
支

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
下
期
の
活
動
と
し
て
、
９

月
〜
10
月
に
市
内
特
養
老
寿
施
設

の
草
刈
の
奉
仕
作
業
を
実
施
し
、

総
員
約
90
名
に
出
席
し
て
い
た
だ

れ
あ
い
は
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ

い
活
動
で
、
一
緒
に
も
ち
つ
き
大

会
も
し
ま
し
た
。�

（
赤
尾
昭
男
）

手
芸
教
室
実
施

	

長
浜
老
ク
木
之
本
支
部

　

木
之
本
支
部
で
は
、
平
成
22
年

度
も
上
期
６
月
と
下
期
12
月
の
２

回
手
芸
教
室
と
し
て
、（
友
愛
訪

問
手
作
り
品
）
各
単
ク
の
役
員
26

名
他
に
１
名
の
約
50
名
の
参
加
で

作
品
づ
く
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
寝
た
き
り
自
宅
介
護
の
訪
問
対

象
者
の
方
は
、
年
度
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
約
50
名
〜
60
名
様
位
で

す
。
作
品
は
そ
の
都
度
役
員
で
決

き
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、女
性
部
に
よ
る「
友

愛
訪
問
」
品
作
り
の
手
芸
教
室
が

行
わ
れ
36
名
が
奉
仕
し
ま
し
た
。

出
来
上
っ
た
品
は
各
ク
ラ
ブ
毎
に

寝
た
き
り
老
人
宅
を
訪
問
激
励
を

し
ま
し
た
。

　

以
上
下
期
の
主
な
活
動
の
報
告

と
し
ま
す
。�

（
髙
橋
邦
男
）

め
ま
す
が
手
の
こ
ん
だ
細
か
い
も

の
や
針
仕
事
は
苦
情
が
で
ま
す
の

で
、作
品
の
選
択
に
苦
慮
し
ま
す
。

６
月
に
は
、
完
全
防
水
で
は
な
い

の
で
す
が
食
事
ど
き
の
エ
プ
ロ
ン

を
作
り
ま
し
た
。
型
紙
作
り
、
生

地
を
裁
つ
人
、
ミ
シ
ン
が
け
な
ど

役
割
分
担
を
し
ま
す
。
大
変
好
評

で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
12

月
は
、
布
製
小
物
入
れ
に
柔
ら
か

い
お
菓
子
を
そ
え
て
届
け
ま
し

た
。
訪
問
時
直
接
お
目
に
か
か
れ

れ
ば
幸
い
で
す
が
玄
関
先
で
お
渡

し
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
寝
た

き
り
の
方
に
は
励
ま
し
の
言
葉

を
、
介
抱
さ
れ
て
る
方
に
は
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
か
け
慰
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
作
品
は
公
共
施
設
な

ど
へ
も
タ
オ
ル
な
ど
と
一
緒
に
届

け
ま
す
。
当
日
講
演
も
お
願
い
し

ま
す
。
６
月
は
警
察
官
の
「
詐
欺

に
引
っ
か
か
ら
な
い
為
」
で
す
。

12
月
は
出
前
講
座
を
受
け
「
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
て
予
防
し
ま

し
ょ
う
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
今
後
も
こ
の
様
な
機
会
を
希

望
し
ま
す
と
嬉
し
い
言
葉
も
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
様
な
活
動
を
さ
せ

て
頂
け
る
の
は
、
地
域
の
方
々
や

会
員
の
方
の
ご
理
解
、
ご
支
援
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
今
後
共
変

ら
ぬ
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
藤
田
幸
子
）
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百
歳
の
時
に
句
集
も
出
せ
そ
う
で

	
草
津
市　

久
保
和
友

　

私
の
最
近
作
、

　
「
百
歳
の
時
に
は
句
集
を
出
せ

そ
う
で
」

　
「
記
念
日
で
す　

す
こ
し
笑
っ

て
す
こ
し
泣
き
」

　

俳
句
を
私
が
始
め
て
作
っ
て
新

聞
に
応
募
し
た
の
が
小
学
３
年
生

の
時
で
「
小
学
生
新
聞
」
を
母
に

頼
ん
で
家
へ
配
達
し
て
も
ら
っ

た
。
正
月
に
俳
句
の
募
集
が
あ
っ

た
。
葉
書
を
買
っ
た
の
も
始
め

て
。
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
た
の
も
始

め
て
。そ
れ
が
元
日
号
に
載
っ
た
。

う
れ
し
か
っ
た
。
両
親
や
妹
た
ち

に
見
せ
た
。

　

あ
ま
り
喜
ん
で
く
れ
な
く
て
淋

し
い
気
が
し
た
。

　

小
学
校
で
も
誰
も
知
ら
な
か
っ

た
。「
小
学
生
新
聞
」
な
ど
読
ん

で
い
る
者
も
な
か
っ
た
。そ
の
時
、

俳
句
と
か
歌
を
作
る
の
は
孤
独
だ

と
思
っ
た
。

　

入
選
作
は
「
初
日
の
出
拝
む
心

も
つ
つ
ま
し
く
」
で
し
た
。
最
近

作
は

「
も
う
い
い
か
い　

ま
あ
だ
だ
よ

八
十
五
歳
で
す
」

　

個
人
句
集
は
26
歳
で
結
婚
式
の

時
、始
め
て
自
費
出
版
で
出
し
た
。

披
露
宴
の
帰
り
の
お
土
産
に
句
集

１
冊
だ
け
と
は
恐
れ
入
っ
た
と
蔭

で
言
わ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら

10
年
お
き
に
会
社
の
定
年
ま
で
出

し
た
。退
職
後
は
出
し
て
い
な
い
。

句
会
は
県
内
で
の
大
会
に
は
遠
く

て
も
で
か
け
て
い
く
が
、
あ
と
は

市
内
で
の
月
例
句
会
を
月
３
回
、

句
集
に
す
る
句
は
沢
山
あ
る
が
、

さ
て
句
集
を
２
０
０
冊
ぐ
ら
い
の

最
低
部
数
を
出
さ
ね
ば
と
思
う
と

費
用
は
た
い
へ
ん
。
年
金
だ
け
の

暮
ら
し
な
の
で
。

︻
散
文
詩
︼
小
さ
な
ポ
ー
チ

	

草
津
市　

青
地　

昇

　

私
は
今
、
思
わ
ぬ
病
に
な
っ

て
、
２
階
の
自
分
の
部
屋
で
寝
て

い
る
。

　

窓
か
ら
、
大
空
を
白
い
雲
が

ゆ
っ
く
り
流
れ
る
の
を
、
毎
日
眺

め
て
い
る
。

　

も
う
一
度
、元
気
に
な
っ
て「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
の
か

な
？
」
と
考
え
る
と
少
し
不
安
に

な
る
。
そ
ん
な
時
、
手
作
り
の
小

さ
な
ポ
ー
チ
に
、
栄
養
ド
リ
ン
ク

を
２
本
入
れ
た
、
お
見
舞
い
が
届

い
た
。
ご
近
所
の
少
し
片
思
い
を

し
て
い
る
昔
美
人
か
ら
で
あ
る
。

ポ
ー
チ
の
中
に
は
、
お
見
舞
金
と

手
紙
も
入
っ
て
い
た
。
手
紙
に
は

「
早
く
元
気
に
な
っ
て
、こ
の
ポ
ー

チ
に
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
携
帯
電
話

を
入
れ
て
、
い
つ
も
の
散
歩
道
を

歩
い
て
下
さ
い
。
そ
の
お
姿
を
想

像
し
て
い
ま
す
。」
と
あ
っ
た
。

　

今
、
そ
の
ポ
ー
チ
は
ベ
ッ
ド
の

手
す
り
に
ぶ
ら
下
げ
て
、
体
温
計

と
妻
を
呼
ぶ
た
め
の
携
帯
電
話
を

入
れ
て
い
る
。

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

　この会報は会員の皆様が参加して作るものです。身近にありながら案
外知られていない、そんな名所・旧跡が会員の皆様の近くにありません
か？そんなシニアの穴場（スポット）を探しています
◆ 下記に該当するスポット（穴場）を紹介して下さい。
　 ①あまり知られていない名所・旧跡・史跡、②地元の人しか知らない景勝地・施設（建物等）、③
他所にはないめずらしい催し物をしているところ、④観光地であるがあまり人がいかない場所等
◆ 投稿方法…
　 ①紹介物件の説明…伝説、いわれ、言い伝え、見どころ等、②写真…数枚（５枚～10枚）、
③地図・略図・パンフレット等、④交通アクセス（その場所に行く方法）、⑤そのこと
について詳しい方を紹介して下さい。
◆ シニアのスポット（穴場）探訪先に興味が沸いたら、迷わずお出かけしましょう。１人
で行くのも良し、仲間とともにウォーキングの目的先としても良し、思い切って行動す
ることが「閉じこもり予防」につながります。さあ、お出かけの達人になりましょう。
◆ 原稿締切日…特にありません。いつでも応募できます。ただし、紙面の編集・構成上、
直近号に掲載できないことがありますので、ご了承願います。
◆ 原稿等送付先…〒525－0072　草津市笠山7丁目8番138号
　県立長寿社会福祉センター内　　滋賀県老人クラブ連合会事務局

　この会報は会員の皆様が参加して作るものです。身近にありながら案

「シニアのスポット探訪」募集「シニアのスポット探訪」募集「シニアのスポット探訪」募集

●春の全国交通安全運動●

期
　
間

5月11日（水）

～

5月20日（金）

①高齢者と子どもの交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③ 全席シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

④歩行者および自転車の安全確保
　（「自転車安全利用五則」を守る）

☆　「事故０」を　滋賀の道から　あなたから　☆



第17号　3月号（9）

◆
俳
　
句

大
津
市
　
福
島
　
　
達

稲
の
秋
　
古
墳
に
続
く
　
一
本
道

栗
東
市
　
森
野
　
好
子

父
の
日
を
　
忘
れ
し
父
に
　
な
り
に
け
り

近
江
八
幡
市
　
北
川
　
信
治

左
義
長
燃
ゆ
　
風
と
炎
と
　
か
ら
み
合
ひ

近
江
八
幡
市
　
松
岡
　
み
ね

小
春
日
や
　
恙
無
れ
ば
　
旅
を
恋
う

高
島
市
　
河
原
田
　
勝

健
康
に
　
感
謝
の
あ
り
て
　
茸

き
の
こ

め
し

高
島
市
　
岸
田
　
金
子

遭
遇
の
　
友
と
抱
き
合
う
　
待
合
室

野
洲
市
　
加
賀
爪
久
恵

年
賀
状
　
う
さ
ぎ
飛
ん
で
る
　
絵
を
添
え

て

野
洲
市
　
西
中
　
文
江

夜
具
干
せ
ば
　
冬
日
の
匂
う
　
ひ
る
下
が

り

草
津
市
　
井
野
　
　
豊

八
十
路
越
え
　
初
春
寒
し
　
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン

野
洲
市
　
神
山
　
久
子

せ
せ
ら
ぎ
に
　
寒
灯
映
え
て
　
冬
の
宿

長
浜
市
　
藤
田
　
幸
子

庭
先
に
　
雪
み
だ
れ
舞
う
　
初
日
の
出

草
津
市
　
林
　
　
笑
子

寒
雀
　
墨
絵
に
米
粒
　
書
き
加
ふ

草
津
市
　
池
藤
　
利
彦

竹
林
の
　
奥
に
音
あ
る
　
寒
日
和

湖
南
市
　
吉
田
　
誠
一

金
柑
の
　
半
分
鳥
の
　
取
り
分
よ

草
津
市
　
佐
藤
　
正
人

城
跡
の
　
日
溜
り
の
坂
　
ふ
き
の
と
う

草
津
市
　
筒
井
　
滋
子

遠
い
日
の
　
好
な
小
袖
に
　
初
鏡

大
津
市
　
木
村
　
信
子

雪
し
ぐ
れ
　
江
の
名
の
つ
く
　
梅
一
輪

◆
川
　
柳

近
江
八
幡
市
　
北
川
　
信
治

も
う
跳
ん
で
　
い
い
年
と
な
り
　
向
こ
う

岸

栗
東
市
　
森
野
　
好
子

吾
が
一
生
　
詰
め
込
む
か
ば
ん
　
探
し
お

り

大
津
市
　
田
中
　
雪
子

後
を
見
ず
　
進
む
心
に
　
光
あ
り

草
津
市
　
荒
川
　
和
彦

凶
の
日
は
　
さ
が
し
た
ト
イ
レ
　
清
掃
中

野
洲
市
　
辻
村
　
静
枝

年
金
の
　
財
布
と
き
ど
き
　
義
理
を
か
く

大
津
市
　
辻
野
　
　
伸

病
院
へ
　
一
人
で
行
け
る
　
あ
り
が
た
さ

長
浜
市
　
藤
田
　
幸
子

く
じ
け
ず
に
　
が
ま
ん
が
今
の
　
幸
せ
か

湖
南
市
　
吉
田
　
誠
一

バ
ラ
マ
キ
も
　
高
齢
者
に
は
　
届
か
な
い

草
津
市
　
筒
井
　
滋
子

髪
飾
り
　
人
に
き
か
れ
て
　
さ
ば
を
よ
む

◆
短
　
歌

栗
東
市
　
森
野
　
好
子

日
め
く
り
の
日
々
追
い
か
け
る
老
の
道
炎

も
余
燼
も
消
え
し
現

う
つ
し

世よ

草
津
市
　
佐
藤
　
正
人

孫
の
傷
さ
す
り
て
妻
は
呪
文
懸
く
「
ち
ち

ん
ぷ
い
ぷ
い
」
魔
法
の
こ
と
ば

甲
良
町
　
松
宮
　
花
子

も
う
一
度
奇
跡
お
き
て
よ
目
を
あ
け
て
祈

る
心
に
開
か
ず
の
ひ
と
み

野
洲
市
　
辻
村
　
静
枝

本
来
は
黄
金
稲
穂
で
あ
る
は
ず
の
色
と
り

ど
り
の
コ
ス
モ
ス
揺
れ
る

野
洲
市
　
加
賀
爪
久
恵

友
達
に
手
作
り
ぞ
う
り
頂
い
て
幼
き
頃
の

思
い
出
浮
か
ぶ

長
浜
市
西
浅
井
　
藤
井
美
千
代

夕
映
え
に
長
く
伸
び
た
る
黒
い
影
足
が
遅

れ
し
老
い
の
我
が
身
ぞ

野
洲
市
　
西
中
　
文
江

リ
ハ
ビ
リ
に
通
い
し
今
朝
の
バ
ス
の
中
幼

な
な
じ
み
の
友
と
語
り
ぬ

野
洲
市
　
竹
内
十
四
枝

お
正
月
雪
の
ふ
る
中
勝
安
寺
鐘
た
た
き
合

掌
し
心
し
ず
む

野
洲
市
　
神
山
　
久
子

一
灯
に
集
ふ
晦み

そ

か日
の
三
世
代
こ
の
倖
せ
を

御
仏
に
告
ぐ

長
浜
市
　
藤
田
　
幸
子

除
雪
車
の
音
に
聞
き
い
る
真
夜
中
を
蒲
団

の
中
で
眠
れ
ず
に
ゐ
る

草
津
市
　
林
　
　
笑
子

神
々
の
さ
さ
や
き
の
ご
と
風
穴
の
地
下
を

ひ
そ
け
く
水
の
流
る
る

大
津
市
　
森
　
　
嘉
子

ま
ほ
ろ
ば
に
ひ
た
す
ら
生
き
来
し
こ
の
齢

よ
わ
い

如
月
四
日
わ
れ
誕
生
日

◆
情
　
歌

近
江
八
幡
市
　
大
川
　
　
勇

未
だ
三
十
所し

ょ

帯た
い

持
つ
気
は
更さ

ら

に
無な

し
次
世

代
継つ

ぐ
木
（
気
）
を
育そ

だ

て
ぬ
か
と

長
浜
市
　
藤
田
　
幸
子

も
う
少
し
や
さ
し
く
す
れ
ば
良
か
っ
た
と

病
み
い
る
夫つ

ま

に
手
を
差
し
の
べ
る

文

芸

欄



第17号　3月号（10）

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

①補償対象～老人クラブ活動中とその往復途上のケガを補償。

︻
基
本
タ
イ
プ
︼　

名称・掛金
補償内容

Aタイプ
５００円

Bタイプ
１,０００円

Cタイプ
２,０００円

ケ　
　

ガ　
　

に　
　

よ　
　

る

死亡保険金・
後遺障害保険金 ５０万円 １００万円 ２００万円

入
院
保
険
金

入院日額 １,０００円 ２,０００円 ４,０００円

補償対象期間 事故の日からその日を含めて	３０日間

支払日数 ３０日

通
院
保
険
金

通院日額 ６５０円 １,３００円 ２,６００円

補償対象期間 事故の日からその日を含めて180日間

支払限度日数 ３０日

※ 資料請求および詳細につきましては、滋賀県老人クラブ連合会および所在地
の各市町老人クラブ連合会事務局まで！

※全国老人クラブ連合会保険係　通話料無料のフリーダイヤル
　　0120-000937（土日祝日は休み）
〈取扱代理店〉有限会社シニアサービス社　受付時間　９時30分～17時30分

②補償対象～基本タイプに上乗せして活動中以外のケガも補償。

︻
上
乗
せ（
24
時
間
補
償
）タ
イ
プ
︼

名称・掛金
補償内容

A＋24時間
3,500	円

B＋24時間
4,000	円

C＋24時間
5,000	円

ケ　
　

ガ　
　

に　
　

よ　
　

る

クラブ活動中の
死亡保険金 １５０万円 ２００万円 ３００万円

クラブ活動中以外		
の死亡保険金 １００万円

クラブ活動中の
後遺障害保険金 ５０万円 １００万円 ２００万円

入
院
保
険
金

クラブ活動中の
入院日額 １,７５０円 ２,７５０円 ４,７５０円

クラブ活動中以外の
入院日額 ７５０	円

補償対象期間 事故の日からその日を含めて	３０日間

支払日数 ３０日

通
院
保
険
金

クラブ活動中の
通院日額 １,１５０円 １,８００円 ３,１００円

クラブ活動中以外の
通院日額 ５００	円

補償対象期間 事故の日からその日を含めて180日間

支払限度日数 ３０	日

平成22年10月分より  全老連：老人クラブ傷害保険のご案内

　

第
39
回
大
会
が
、
平
成
22
年
11

月
16
日
・
17
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
、
滋
賀
県
か
ら
井
上
県
老
ク
連

会
長
を
は
じ
め
17
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

第
１
日
目
は
５
つ
の
研
究
部
に

分
か
れ
ク
ラ
ブ
活
動
の
事
例
発
表

が
行
わ
れ
熱
心
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
２
研
究
部

会
（
テ
ー
マ
：
若
手
高
齢
者
の
力

を
活
か
す
）
で
、
甲
賀
市
老
ク
連

の
廣
沢
晃
副
会
長
か
ら
事
例
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
む
け
て
開
校

し
た
「
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
」
を
説

明
。
ま
た
、
若
手
高
齢
者
の
力
を

活
か
す
実
践
活
動
と
し
て
「
ゴ
ル

フ
サ
ー
ク
ル
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
」
の
結
成
と
健
康
づ
く

り
推
進
員
に
よ
る
健
康
講
座
の
実

施
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
若
手

高
齢
者
の
参
加
を
意
識
し
、
愛
称

を
「
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
」
と
定
め
た

こ
と
も
併
せ
て
説
明
。
老
人
ク
ラ

ブ
に
参
加
す
る
若
手
高
齢
者
が
少

な
い
共
通
の
悩
み
を
ど
う
打
開
し

て
い
く
の
か
、
若
手
高
齢
者
の
参

加
の
き
っ
か
け
作
り
に
会
場
の
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
研
究
部
会
の
テ
ー
マ

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

第
１
研
究
部
会（
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
の
推
進
）

　

第
３
研
究
部
会
（
開
か
れ
た
ク

ラ
ブ
づ
く
り
〜
一
般
高
齢
者
・
会

員
外
へ
の
呼
び
か
け
）

　

第
４
研
究
部
会
（
悪
質
商
法
の

被
害
を
防
ご
う
）

　

第
５
研
究
部
会
（
老
人
ク
ラ
ブ

が
元
気
に
な
る
た
め
の
活
動
）で
、

活
動
の
事
例
を
発
表
し
魅
力
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
作
り
に
向
け
た
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
日
目
は
総
会
に
お
い
て
、

全
老
連
か
ら
研
究
部
会
報
告
が
な

さ
れ
、
今
年
は
全
国
各
地
で
行
方

不
明
の
高
齢
者
の
実
態
や
孤
立
し

た
高
齢
者
の
状
況
が
マ
ス
コ
ミ
で

報
じ
ら
れ
た
。
地
縁

関
係
が
だ
ん
だ
ん
と

薄
れ
て
来
て
い
る
「
無

縁
社
会
」
の
現
状
に
、

地
域
の
絆
を
ど
う
回

復
さ
せ
る
か
、
再
生
さ

せ
る
こ
と
の
意
義
と

必
要
性
を
強
調
さ
れ

た
。
次
に
、
式
典
に

移
り
全
老
連
会
長
表

彰
と
大
会
宣
言
の
採

択
が
行
わ
れ
て
全
日

程
が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
23
年
度

は
、
11
月
１
日
（
火
）・

２
日
（
水
）
に
石
川

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

●新入学（園）児と高齢者の交通事故防止運動●

期
　
間

３月15日（火）

～

４月15日（金）

① 新入学（園）児に対する交通安全教育・指導
の徹底
②子どもを守る安全運転の励行
③通学・通園路の安全確保の推進
④高齢者の交通事故防止

☆　まがりかど　くるまくるかな　たしかめよう　☆

●夏の交通安全県民運動●

期
　
間

7月15日（金）

～

7月24日（日）

①高齢者と子どもの交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③ 交差点における出会い頭事故の防止～「止ま
る・見る・待つ」の励行
④ 夕暮れ時・夜間の交通事故防止と反射材の普
及

☆　ちょっと待て　横断歩道を　わたろうよ　☆

平成23年度主要行事予定
月・日 行事名 会場（場所）

4月14日 市町老ク連事務局担当者会議 長寿社会福祉センター

5月26日 県老ク連：理事会・評議員会 長寿社会福祉センター

5月31日～6月1日 全老連：中央セミナー 全社協ホール

6月16日～17日 近老協：近畿ブロック研修会 大阪府

7月14日 創造推進員研修会 長寿社会福祉センター

7月14日 ニュースポーツ講習会 長寿社会福祉センター

7月（実施日未定） 高齢者相互支援活動啓発研修会 未定

9月15日 老人の日（老人週間15日～21日） 県内各地（全域）

9月20日 社会奉仕の日（県下・全国一斉） 県内各地（全域）

10月26日 第50回滋賀県老人クラブ大会 県立文化産業交流会館

11月1日～2日 全老連：第40回全国大会 石川県

11月16日～18日 全老連：健康づくり中央セミナー ロフォス湘南

11月24日～25日 全老連：女性リーダーセミナー 全社協会議室

12月上旬 高齢者相互支援活動啓発研修会 長寿社会福祉センター

12月上旬 県老ク：女性委員会主催研修会 長寿社会福祉センター

24年1月12日～13日 全老連：友愛セミナー 全社協ホール



第17号　3月号（11）

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

1
下
之
郷
の
旧
名
は
根
田
村
　
天
智
天
皇
の
時
代
に
誕
生
　
根
田
は
墾
田
か
ら
か

2
二
階
堂
寶
蓮
院
跡
　
本
尊
二
階
堂
丈
六
阿
弥
陀
仏
は
信
長
が
安
土
へ

3 

二
階
堂
道
蘊
（
鎌
倉
幕
府
の
重
鎮
＝
後
醍
醐
天
皇
・
北
条
高
時
と
の
関
係
）

の
屋
敷
跡

4
桂
城
神
社
は
犬
上
の
君
に
繋
が
る
犬
上
大
和
介
政
誠
が
佐
々
木
の
宮
を
勧
請

5 

京
極
氏
の
建
て
た
下
之
郷
城
は
信
長
近
江
侵
攻
に
よ
り
焼
亡
　
戦
死
者
の
慰

霊
の
為
に
建
て
た
五
十
告
神
社
の
旧
蹟
＝
下
之
郷
大
火
と
お
た
け
さ
ん
伝
説

6
下
之
郷
城
三
代
目
は
有
名
な
多
賀
豊
後
守
高
忠
（
室
町
幕
府
侍
所
所
司
代
）

7
西
応
寺
に
た
つ
番
方
記
念
碑（
石
山
戦
争
記
念
碑
＝
顕
如
上
人
と
中
郡
門
徒
衆
）

8 

念
称
寺
本
堂
は
も
と
三
十
二
番
札
所
観
音
正
寺
の
本
堂
、
本
尊
は
も
と
堅
井

の
宮
の
本
尊 

（
推
薦
者　

犬
上
郡
甲
良
町
下
之
郷　

川
並
稔
男
）

シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ッ
ト
探
訪

シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ッ
ト
探
訪

シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ッ
ト
探
訪
…
甲
良
町
下
之
郷

…
甲
良
町
下
之
郷

…
甲
良
町
下
之
郷
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二階堂寶蓮院跡 二階堂本尊丈六阿弥陀仏 桂城神社 多賀高忠公画像 念称寺本堂

西応寺番方記念碑二階堂道蘊の屋敷跡碑 五十告神社跡地 木造　阿弥陀如来立像説明



第17号　3月号（12）

募集原稿投稿要領募集原稿投稿要領募集原稿投稿要領
　この会報は会員の皆様が参加して作るものです。投稿の題名は自由です。下記
の項目に分類して扱います。団体・個人のどちらで応募されても構いません。皆
様からの投稿をおまちしております。下記の要領にしたがって、気軽にどしどし
投稿してください。
◆	該当する「テーマ」を明記し、400字程度でお願いします。
　	①健康づくり、②友愛活動、③奉仕活動、④伝承活動、⑤世代間交流活動、⑥
組織の活性化、⑦魅力ある老人クラブ、⑧その他のテーマ（雑感含む）
◆	団体の場合…単位クラブ名または老ク連合会名、執筆者名
　個人の場合…市町名、所属市町老ク連名、投稿者名
　※上記以外に、住所、電話番号を記入してください。
◆	各号お一人様または一団体一作品とさせていただきます。
　	掲載にあたり、表現の一部を改める場合がありますのでご了承願います。また、
お送りいただいた原稿、写真、資料等は返却いたしませんのでご了承願います。
（所定の字数より多い場合掲載できないことがあります。また、一部省略する
こともありますので、必ず所定の字数以内でお願いします。）
◆	原稿締切日…特にありません。いつでも応募できます。ただし、紙面の編集・
構成上、直近号に掲載できないことがありますので、ご了承願います。
◆	原稿等送付先　〒525-0072	 草津市笠山７丁目８番138号
　　	 県立長寿社会福祉センター内
　　　　　　　　　	 滋賀県老人クラブ連合会事務局

お詫び
「いきいき近江」2010 年 10 月号（第 16 号）の健
康ウォーキングに参加しての筆者名が、間違っ
ていました。

（誤）竜王町  谷口正二 　（正）竜王町  谷村正二
平成 22 年度リーダー研修会開催の筆者名が、間
違っていました。

（誤）山川清次　（正）小川清次
慎んでお詫び訂正させていただきます。

広報委員会事務局

　次回号（第18号）の発行は、平成23年
11月または、12月に予定しています。
（配送は12月上旬の予定です。）
　応募原稿の締め切りは、平成23年9月20
日までに滋賀県老人クラブ連合会事務局必
着。

次回号の発行案内

びわこ豊熟シニアクラブびわこ豊熟シニアクラブびわこ豊熟シニアクラブ
滋賀県老人クラブ連合会滋賀県老人クラブ連合会滋賀県老人クラブ連合会会員募集中会員募集中会員募集中
　老人クラブは、高齢者の仲間同士がクラブ活動を通じ、暮らしを豊か
なものにするとともに、知識と経験を生かして社会の一員としての役割
を果たすことを目的にした自主団体です。あなたの仲間づくりに参加し
ませんか！
※老人クラブの三大運動は「健康」「友愛」「奉仕」です。

★お問合せは、各市町老人クラブ連合会事務局までお願いします。★
大　津　市 077-525-6273 彦　根　市 0749-23-1506 長　浜　市 0749-65-7822
近江八幡市 0748-33-3107 草　津　市 077-516-0350 守　山　市 077-585-3389
栗　東　市 077-554-6108 野　洲　市 077-588-2940 湖　南　市 0748-72-2320
甲　賀　市 0748-62-6842 高　島　市 0740-25-3450 東 近 江 市 0748-22-6000
米原市山東 0749-55-3933 米原市伊吹 0749-58-1634 米原市米原 0749-54-3110
米原市近江 0749-52-4393 安　土　町 0748-46-4981 日　野　町 0748-52-1219
竜　王　町 0748-58-3700 愛荘町秦荘 0749-37-4104 愛荘町愛知川 0749-42-7757
豊　郷　町 0749-35-3632 甲　良　町 0749-38-2911 多　賀　町 0749-48-8127
長浜市虎姫 0749-73-5061 長浜市湖北 0749-78-2145 長浜市高月 0749-85-5700
長浜市木之本 0749-82-5419 長浜市余呉 0749-86-2195 長浜市西浅井 0749-89-1121

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

　この３月から青森から
鹿児島まで新幹線が全線

運転開始するという喜ばしいニュースを耳にする反面、県内
の湖北はじめ東北・北陸日本海側の記録破りの大雪や新燃岳
の噴火による火山灰で被害に遭遇されたり、日常生活に支障
が生じて困っておられる方々に、何よりもお見舞い申し上げ
たい心境です。さて、本誌「いきいき近江」第17号も会員皆
様の便りを主にして編集いたしました。ご投稿に厚く感謝申
し上げます。唯、これからの本誌発行は、経済的な事由で、
次年度からは、年１回の発行になると言う寂しいお知らせを
して置かなければならず、残念に思っています。併せて今後
貴重な年１回の発行を中味の充実した記事を掲載すべく、編
集委員のより一層の努力が強いられるような気がしてなりま
せん。  （池上　幸男）

広報委員会だより

※県老ク連のホームページに、「いきいき近江」を掲載いたします。
●ホームページアドレス　http://www.shigarou.net

　県老ク連の会報誌「いきいき近江」が、諸般の事情により今
年度から年１回の発行とさせていただくことになりました。「い
きいき近江」の発行を楽しみにされている皆様には、誠に申し
訳なく思っております。
　そこで、県老ク連としましては、「いきいき近江」の発行回数の減少に伴い、
新しい情報提供の場として「ホームページ」の充実を図り、会員の皆様に、「い
きいき近江」の直近号やいろいろな出来事を、いち早くお知らせするようにし
ては、ということになりました。
　パソコンのインターネットご利用の会員様には、紙面発行「いきいき近江」
にはない、リアルタイムの楽しみ方が出来るものと思っております。

　インターネットを利用されていない仲間の方に、プリントアウトをして情
報を共有していただきますようお願いいたします。
　「いきいき近江」ホームページ版は、随時内容を更新して、皆様に老人クラ
ブ関連の情報を提供させていただきます。
※皆様からの情報提供・投稿をお待ちいたしております。（投稿要領を参照）
◆〒525－0072　
連絡先　草津市笠山7丁目8番138号　県立長寿社会福祉センター内
　　　　滋賀県老人クラブ連合会事務局
（電 話）： 077－567－3930　（FAX）： 077－567－3932
★ e-mail : sr39@oak.ocn.ne.jp

　県老ク連の会報誌「いきいき近江」が、諸般の事情により今

「いきいき近江」ホームページ版案内

あなたの胸の赤い羽根がこのまちの
福祉活動を支えます。
　赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました。

　みなさまからいただいた寄付金は、地域のさまざま
な福祉活動やボランティア活動の支援のために、役立
たせていただきました。 滋賀県共同募金会

　赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました。

　みなさまからいただいた寄付金は、地域のさまざま
な福祉活動やボランティア活動の支援のために、役立

滋賀県共同募金会


